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発行■特定非営利活動法人鎌倉市市民活動センタ－運営会議（認定法人）[鎌倉市市民活動センタ－指定管理者] 

TEL0467-60-4555 FAX0467-61-3928 ■E-mail:npo@chive.ocn.ne.jp ■http:// npo-kama.sakura.ne.jp/uk/ 

■鎌倉市市民活動センター運営会議（以下、運営会議）は、 

市民活動団体支援を目的とするＮＰＯ中間支援組織です 

■運営会議は、鎌倉市 NPOセンター（鎌倉・大船）２館の指定管理者です 

■鎌倉における市民活動の活性化と自立を支援し、共に豊かな地域社会をめざします 

  

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ま
ち
づ
く
り 

 
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
２
年
。
隣
町
・
藤
沢
で
は
、
江
の
島
を
舞
台
に
セ
ー
リ
ン
グ
競
技

が
行
わ
れ
ま
す
。
昨
秋
、
江
の
島
の
風
や
潮
、
地
勢
な
ど
の
調
査
に
各
国
の
競
技
者
・関
係
者
が
江

の
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
９
月
の
国
際
試
合
、
来
年
夏
の
プ
レ
五
輪
を
控
え
、
既
に
腰
越
な
ど

鎌
倉
市
内
で
は
各
国
の
合
宿
所
が
設
置
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

藤
沢
市
で
は
、
江
の
島
が
セ
ー
リ
ン
グ
会
場
に
決
定
後
、
関
係
者
・
市
民
活
動
団
体
と
協
働
し
、

全
市
的
な
「五
輪
を
盛
り
上
げ
る
」活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

鎌
倉
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
昨
年
５
月
、
市
の
推
進
基
本
方
針
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
具
体
策
が
待

た
れ
ま
す
。 

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
期
間
は
２
０
２
０
年
７
月
28
日
か
ら
８
月
８
日
の
14
日
間
。
江
の
島
に

は
、
観
客
席
が
５
０
０
０
人
分
用
意
さ
れ
、
競
技
関
係
者
３
０
０
０
人
が
訪
れ
る
と
聞
き
ま
す
。 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
鎌
倉
を
訪
れ
る
観
光
客
に
加
え
、
観
戦
者
関
係
者
が
立
ち
寄
れ
ば
、

様
々
な
こ
と
が
案
じ
ら
れ
ま
す
。
案
内
所
・案
内
板
の
不
足
、
道
路
の
渋
滞
、
江
ノ
電
や
モ
ノ
レ
ー
ル

の
混
乱
な
ど
。 

こ
れ
を
お
祭
り
と
と
ら
え
、
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
市
の
基
本
方
針
で
い
う
「
オ
ー
ル
鎌
倉
」
の
一

員
と
し
て
市
民
活
動
団
体
が
知
恵
を
絞
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
か
。
そ
し
て
、
次
代
へ
つ
な
ぐ
ま

ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
ら
な
い
か
。 

市
民
活
動
団
体
も
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 
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「
第
二
回
全
員
会
議
／
２０
周
年
事
業
報
告
」 
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今
年
度
第
二
回
の
全
員
会
議
が
平
成

30
年
2
月
17
日(

土)

若
宮
大
路
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
31
名
の
正
会
員
が
出

席
し
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
期
の
全
員
会
議
の
目
的
は
、
理

事
会
が
正
会
員
に
今
期
の
活
動
を
報
告
し

次
年
度
の
活
動
に
向
け
て
正
会
員
か
ら
意

見
を
聴
く
こ
と
で
す
。 

 

前
半
、
理
事
長
か
ら
、
活
動
報
告
と
次

期
指
定
管
理
者
応
募
に
向
け
て
の
準
備
や

来
年
度
20
周
年
を
記
念
す
る
事
業
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。 

事
務
局
か
ら
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
更

新
手
続
き
の
件
、
運
営
会
議
の
登
記
簿
上

の
住
所
を
変
更
す
る
件
、
総
会
へ
向
け
て

選
挙
管
理
委
員
会
を
設
置
す
る
件
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
続
い
て
今
年
度
入
会
の
正

会
員
３
名
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
と
各
部
会

の
報
告
、
そ
し
て
20
周
年
記
念
事
業
委
員

会
の
報
告
と
続
き
ま
し
た
。 

 

後
半
の
意
見
交
換
で
は
、
理
事
長
の
今

年
度
の
決
算
見
込
み
は
赤
字
模
様
と
の
発

言
の
後
、「
役
員
は
現
在
、
無
報
酬
。
こ
れ

で
は
長
続
き
し
な
い
。
寄
附
を
募
る
な
ど

し
て
、
財
政
的
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
べ

き
」、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
市
と
市
民
活 

 

動
団
体
と
が
手
を
取
り
合
っ
て
盛
り
立
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
」、「
市
民
活
動
推

進
条
例(

案)

に
も
っ
と
積
極
的
に
係
わ
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見

を
も
と
に
論
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

条
例
案
の
議
論
で
は
、
市
は
再
度
条
例

作
成
に
取
り
組
み
、
今
年
9
月
以
降
に
再

提
案
す
る
予
定
と
の
事
務
局
報
告
に
対
し

て
、「
運
営
会
議
と
し
て
意
見
を
出
し
、
存 

在
感
を
示
す
べ
き
」 

と
の
意
見
、「
個
々
の

市
民
活
動
団
体
が
発

言
す
る
場
を
つ
く
る

こ
と
が
大
事
、
運
営

会
議
が
意
見
を
纏
め

る
な
ど
先
頭
に
立 

つ
必
要
は
な
い
」
と
の
相
反
す
る
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
意
見
を
次
期
の
活
動
に
い
か

に
活
か
す
か
、
新
執
行
部
の
課
題
で
す
。 

           

                               

                            

第
二
回
全
員
会
議
レ
ポ
ー
ト 

 

 

 

 寄附集め（全員会議から）  

先日の全員会議でのひとコマ。20周年記念事業のひとつ特別ファンド小委員会のある委員が、伝手

を頼って、ファンド資金の寄附集めに鎌倉の企業や団体を回っていると紹介され、図らずも会場に拍

手が湧きました。 

彼は、寄附を募るにあたって、公共性の強い審査会を経て、鎌倉の市民活動に直接支給されるとい

う健全性が、寄附者の理解を得るのに効果的だと現場を歩いて感じるそうです。 

運営会議は種々の事業を行っています。寄附が、市民が市民を支えるファンド資金のみに使用され

ることに疑問を持つ方もいるかもしれません。しかし、彼は言います。ファンド資金として運営会議

の準備した金額が、頂いた寄附によって低減すれば、浮いたお金は他の事業に回るのではないか。結

果、組織の体力を強めることになるのでは、と。 

嬉しいことに、「その陰の努力に感動した」と、ある正会員から寄附の申し出があったとのこと。彼

は、「黙って実行が男の美学、紹介されてちょっと恥ずかしい」と照れました。 

焦らず地道に、一人一人が身近な方に寄附をお願いすれば、寄付に対する壁も低くなるのではない

でしょうか。 

 

 

鎌倉市市民活動センター運営会議は「認定NPO法人」格を取得しています 

“あなたのご寄附が、鎌倉の街を元気にします” 

寄附した場合、「寄附金控除」制度が適用され、確定申告で税金の還付が受けられます。 

お問合せは NPOセンター鎌倉まで。 

NPO支援かまくらファンド 

女性審査委員募集 

 

◇公開審査会 11月3日（土・祝） 

◇募集人員 2名 

◇応募資格 市民活動の経験のある方 

◇応募期間 7月30日（月）まで 

◇申込/問合 NPOセンター鎌倉 

 

 



 

 

 

 

・NPO 法人 輝き･遊っ子楽っ子 

・鎌倉を美しくする会 

・憩い宿 

・鎌倉常盤山の会 

・NPO 法人 山崎・谷戸の会 

・NPO 法人 鎌倉広町の森市民の会 

・玉縄城址まちづくり会議 

・かまくら笑ん座(えんざ) 

・NPO 法人 鎌倉みどりのレンジャー 

・NPO 法 人  タウンサポート鎌倉今泉台 

・公益財団法人 鎌倉風致保存会 

 

 

市
職
員
の
市
民
活
動 

体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

 
協
働
事
業
推
進
部
会
の
活
動
の
ひ
と
つ
、

市
職
員
の
市
民
活
動
実
地
研
修
が
、
昨
年

11
月
下
旬
か
ら
12
月
初
旬
に
行
わ
れ
、

49
名
の
若
手
職
員
が
11
団
体
の
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
体
験
者
を
対
象
に
受
入

団
体
を
ま
じ
え
て
「
こ
の
経
験
を
仕
事
に

ど
う
活
か
す
か
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

3
月
15
日
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
ま

す
。（
紙
面
の
都
合
で
報
告
は
割
愛
） 

実
地
研
修
に
参
加
し
た
市
職
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

否
定
的
な
意
見
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
例
え
半
日
で
も
、
目
的
に
向
か
っ

て
、
と
も
に
体
を
動
か
し
汗
す
れ
ば
、
作

業
を
通
じ
て
達
成
感
や
親
近
感
が
生
ま
れ
、

仲
間
意
識
が
芽
生
え
る
か
ら
で
し
ょ
う
。 

全
般
的
な
感
想
は
「
市
民
活
動
を
内
側

か
ら
見
る
良
い
機
会
だ
っ
た
」、「
地
域
の

人
々
と
触
れ
合
う
貴
重
で
有
意
義
な
時
間

だ
っ
た
」、「
市
民
の
方
た
ち
の
思
い
や
熱

意
が
知
れ
て
よ
か
っ
た
」、「
市
民
の
草
の

根
活
動
が
こ
の
街
を
支
え
て
い
る
と
実
感

し
た
」等
の
意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。 

建
設
的
な
意
見
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

「
こ
の
素
晴
ら
し
い
活
動
に
、
市
と
し
て

い
か
に
若
い
人
を
参
加
さ
せ
る
か
考
え
な

い
と
い
け
な
い
」、「
こ
の
よ
う
な
一
日
体

験
を
、
市
が
市
民
を
対
象
に
企
画
し
開
催

で
き
な
い
か
」、「
市
民
活
動
の
認
知
と
理

解
を
、
市
職
員
だ
け
で
な
く
子
供
た
ち
に

も
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
」等
の
意
見
で
す
。 

今
後
も
、
実
地
研
修
と
座
学
研
修
を
一

体
と
し
て
、
市
と
市
民
活
動
団
体
が
議
論

を
深
め
、
続
け
れ
ば
、
少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
住
み
良
く
力
強

い
街
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
希
望
が
湧
き
ま
す
。 

左
は
今
回
の
受
入
団
体
の
一
覧
で
す
。 

受
け
入
れ
て
頂
い
た
団
体
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
団
体
の
参

加
の
申
出
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

  

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
設
立 

20
周
年
記
念
事
業
の
中
間
報
告 

 

20
周
年
記
念
事
業
は
「
多
く
の
皆
様
に

市
民
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
気
楽
に
市

民
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
」
こ
と
が
狙

い
で
す
。 

住
み
よ
い
街
に
、
と
の
思
い
で
行
う
小

さ
な
活
動
も
市
民
活
動
と
と
ら
え
、
更
に

自
治
会
や
学
校
な
ど
地
元
で
活
動
す
る
方

た
ち
と
も
連
携
し
て
進
め
る
企
画
で
す
。 

コ
ン
セ
プ
ト
は
市
民
活
動
の
「
和
を
つ

な
ぐ
、
輪
を
ひ
ろ
げ
る
」
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〈
5
つ
の
事
業
〉 

（
1
）
記
念
誌
の
発
行 

過
去
・
現
在
・
未
来
に
、
焦
点
を
あ
て
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
て
活
動
団
体

を
紹
介
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
…
▼
原
稿
依
頼 

2
月
末

開
始 

▼
脱
稿 

7
月
末 

▼
製
本
完
了 

11
月
初
旬 

原
稿
依
頼
先
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
他
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
中
間
組
織
、
自
治
会
、
行
政
、
運
営
会

議
で
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど 

（
2
）
特
別
フ
ァ
ン
ド 

応
募
枠
を
複
数
の
団
体
が
協
働
し
た
活

動
や
自
治
会
／
学
生
の
活
動
に
も
拡
大
す

る
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
…
▼
応
募
案
内 

3
月
開

始 

▼
応
募
締
切 

9
月
29
日
（
土
） 

▼
公
開
審
査
会 

11
月
3
日
（
土
） 

▼
フ
ァ
ン
ド
資
金 

１
０
０
万
円
。 

前
年
度
受
給
度
団
体
の
発
表
会
は
、
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
行
う
。 

（
3
）
か
ま
く
ら
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
＆
（
4
）
講
演
会 

幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
市
民
活
動
の 

意
義
、
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
も
の
を 

企
画
す
る
。 

▼
開
催
日
…
8
月
25
日
（
土
）
26
日
（
日
） 

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

▼
ホ
ー
ル
企
画
…
8
月
25
日
（
土
）
午
前 

音
楽
会 

午
後 

映
画
「
お
だ
や
か
な
革

命
」
＋
座
談
会
［
枝
廣
淳
子(

環
境
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト) 

渡
辺
智
史(

映
画
監
督) 

他
］ 

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
…
従
来
の
企
画
に
加

え
、
①
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
②

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
③
企
業
出
展
ブ
ー

ス
な
ど
を
検
討
中

 

 

 

映
画
「
お
だ
や
か
な
革
命
」
の
概
要 

社
会
の
大
き
な
シ
ス
テ
ム
に
依
存
せ
ず
、
地

域
の
自
然
資
源
を
生
か
し
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
仕
事
を
生
み
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
生
み
「
あ
た
り
ま
え
」
で
あ
っ
た
本
当
の

豊
か
さ
を
取
戻
す
人
々
の
お
だ
や
か
で
力
強

い
挑
戦
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画 

 

 
 

（
5
） 

交
流
懇
談
会 

▼
日
時 

12
月
1
日
（
土
）
13
時
～ 

15
時 

▼
参
加
人
数 

約
１
０
０
名 

 

▼
会
費 

二
千
円
（
予
定
）
▼
会
場 

鎌
倉 

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
送
迎
あ
り
） 

 

受入団体一覧表 

 



 

 

                                  

     

  

＜主要スケジュール＞ 

■総会（5/26 15:00～ 

       若宮大路ビル） 

若
宮
大
路
沿
い
の
由
比
ヶ
浜
に
住
ん
で
20
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
一
の
鳥
居
辺
り
か
ら
見
る
鎌
倉
体
育
館

前
の
新
緑
が
好
き
で
、
会
社
勤
め
の
頃
は
、
新
緑
の
季

節
に
毎
朝
そ
こ
を
通
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
約
42 

年
間
勤
め
た
東
京
ベ
ー
ス
の
会
社
を
昨
年
退
職
し
、
現
在
は
こ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
の
運
動
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 現

役
時
代
は
会
社
生
活
が
主
で
、
地
元
の
活
動
に
は
ほ
と
ん
ど
興
味

な
く
、
ま
た
人
間
関
係
も
会
社
が
中
心
で
あ
り
、
地
元
で
の
人
間
関
係

は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
し
た
。
良
く
あ
る
話
で
す
が
、
退
職
を
意
識

す
る
中
で
初
め
て
そ
の
状
況
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
鎌
倉
で

の
市
民
活
動
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

調
べ
て
み
る
と
、
鎌
倉
に
は
大
変
多
く
の
市
民
活
動
が
あ
り
、「
こ

ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
る
の
か
！
」
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
、
そ
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
鎌
倉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。 

現
役
時
代
は
、
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
に
約
4
年
間
駐
在
し
、
夏
の

快
適
さ
と
マ
イ
ナ
ス
30
度
の
厳
寒
の
冬
を
楽
し
み
ま
し
た
。
バ
ン
フ
、

レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
に
至
る
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
は

圧
巻
で
す
。
是
非
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。
趣
味
は
旅
行
で
す
が
、
お
酒
と

料
理
も
好
き
で
、
特
に
イ
タ
リ
ア
ン
が
自
慢
で
す
。 

現
在
フ
ァ
ン
ド
部
会
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年
20
周
年
と
い
う
記
念

の
年
で
、
で
き
る
範
囲
で
焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

小
山
俊
一 

事
務
局
た
よ
り 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
鎌
倉
で
は
、
今
日
も
あ
る

団
体
の
会
報
作
り
に
コ
ピ
ー
機
が
フ
ル
回
転
。

集
ま
っ
た
方
々
の
や
り
取
り
が
事
務
所
内
を

飛
び
交
い
ま
す
。
狭
い
空
間
が
、
人
と
会
話
で

溢
れ
、
盛
況
で
す
。 

事
務
局
に
係
っ
て
9
か
月
。
皆
様
の
ご
協
力

で
、
次
年
度
に
向
け
た
ス
タ
ッ
フ
や
事
務
局
の

補
充
要
員
も
整
い
、
い
ま
特
訓
中
。 

一
大
行
事
「
鎌
倉
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
20
周

年
記
念
事
業
委
員
会
」
は
、
既
に
10
回
の
正
式

会
議
を
経
て
具
体
的
な
事
業
の
形
が
見
え
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
。
委
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
よ

く
果
た
す
こ
と
、
こ
れ
が
成
功
の
カ
ギ
に
な
り

そ
う
で
す
。 

「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
の
更
新
は
、
申
請
書

を
2
月
末
に
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
推
進
課
に
提

出
し
、
4
月
以
降
、
担
当
官
の
チ
ェ
ッ
ク
と
実

態
確
認
等
を
経
て
、
基
準
を
満
た
せ
ば
更
新
さ

れ
ま
す
。 

市
民
活
動
推
進
条
例(

仮
称)

案
は
修
正
さ

れ
、
再
度
、
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
そ
の
解

説
資
料
「
市
民
活
動
・
協
働
の
推
進
の
た
め
の

市
の
施
策
」(

案)

に
は
、
私
た
ち
の
活
動
に
直

結
す
る
事
柄
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

9
月
予
定
の
「
指
定
管
理
者
」
公
募
で
、
そ

の
機
能
の
い
く
つ
か
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
応
募
に
は
、
私
た
ち
の
今
の
体

力
で
、
で
き
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
等
々
を
見
定
め
て
、
身
の
丈
に
合
っ
た

対
応
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

と
も
あ
れ
、
ひ
と
・
も
の
・
か
ね
・
情
報
で
、

鎌
倉
の
市
民
活
動
を
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
機 

 

能
は
、
こ
の
街
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

次
年
度
は
、
機
動
力
が
発
揮
で
き
る
盤
石
な
体
制
を

目
指
し
た
い
。
5
月
26
日
開
催
の
第
19
回
総
会
で
は
、

枠
い
っ
ぱ
い
の
役
員
（
理
事
、
監
事
）
を
選
任
す
る
こ

と
が
肝
心
で
す
。 

「
選
挙
管
理
委
員
会
」
を
3
月
中
旬
に
立
ち
上
げ
、

正
会
員
の
皆
様
か
ら
の
立
候
補
を
受
け
付
け
ま
す
。 

20
年
間
積
み
重
ね
た
知
見
と
経
験
を
原
動
力
に
、
新

た
な
出
発
と
し
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
長 

出
川
克
己
） 
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第 15回募集ご案内 

 

リユース PC 寄贈プログラムは平成 30 年度も実施さ
れます。企業から放出されたパソコンにマイクロソフ
ト社が市価の 1 割程度で提供するソフトを装着して、 
3～7 千円程度の費用負担で市民活動団体に譲渡するも
のです。 
 
第 15 回寄贈プログラムは、以下の要領で募集と審査

が行われます。 
・募集期間  2018年 4月 9 日 ～ 6月 29 日 
・審査会   2018年 7月 18 日（予定） 
・寄贈式   2018年 8月 25 日 
 
応募等、詳細は「NPOセンター鎌倉」へお問い合わせ 
ください。 

かながわイーパーツ 
リユース PC 寄贈プログラム 

運営会議は会員によって 
支えられています。 

〈会費〉 
正 会 員  
個人正会員 2,000 円 
団体正会員 3,000 円 

賛助会員  
個人 1,000 円、2 口以上 
団体 1,000 円、３口以上 
 

 正会員数     7９名 
 団体正会員数    9 団体 
 賛助会員数    27 名 
賛助団体数   19３団体 

 （３月１日現在） 
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